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学
ぶ
楽
し
さ
つ
な
が
る
喜
び

「
大
山
カ
レ
ッ
ジ
」
第
12
回
入
学
式

　

大
山
町
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
大
人
の
学
校
「
大

山
カ
レ
ッ
ジ
」
の
入
学
式
が
、
４
月
18
日

に
中
山
中
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
度
に
15
人
で
始
ま
っ
た
大
山

カ
レ
ッ
ジ
も
、
仲
間
と
つ
な
が
る
楽
し
さ

と
頭
を
使
う
爽
快
感
が
好
評
で
、
次
第
に

学
ぶ
仲
間
が
増
え
、
今
年
度
は
新
入
生
４

人
を
含
む
28
人
が
入
学
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
新
校
長
の
手
島
千
津
夫
中
山

公
民
館
長
が
、
入
学
生
の
名
前
を
読
み
上

げ
、「
皆
さ
ん
の
『
学
ぼ
う
』
と
い
う
姿
勢

　

４
月
19
日
に
、
こ
う
れ
い
史
跡
め
ぐ
り

の
会
、
高
麗
分
館
、
地
域
自
主
組
織
ふ
れ

あ
い
の
郷
か
あ
ら
山
の
共
催
で
「
史
跡
め

ぐ
り
と
山
菜
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
一
部
の
荘
田
地
区
の
史
跡
を
め
ぐ
る

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
小
雨
の
降
り
注
ぐ
中
、

史
跡
め
ぐ
り
の
会
の
案
内
で
16
名
の
方
が

縄
文
時
代
の
遺
跡
を
め
ぐ
り
、
会
員
の
説

明
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　

第
二
部
の
山
菜
会
で
は
、
当
日
ま
で
に

に
敬
意
を
表
し
ま
す
」
と
式
辞
を
述
べ
ま

し
た
。
ま
た
、
入
学
生
代
表
の
戸
野
恵
子

さ
ん
か
ら
「
い
つ
か
は
カ
レ
ッ
ジ
に
入
学

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ

人
の
先
生
に
よ
る
英
語
の
授
業
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま

し
た
。

　

入
学
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
「
今
年
一
年
間
、

ど
ん
な
学
び
や
つ
な
が
り
が
で
き
る
か
楽
し

み
」
と
期
待
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

４
月
28
日
に
大
山
分
館
と
ま
ち
づ
く
り
大
山
の
共
催

で
、
孝
霊
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ー
ス
は
、佐
摩
か
ら
孝
霊
山
を
折
り
返
す
コ
ー
ス
と
、

佐
摩
・
孝
霊
山
、
さ
ら
に
香
原
山
城
跡
の
あ
る
免め

が

て

賀
手
山

ま
で
行
く
コ
ー
ス
の
２
種
類
で
し
た
。

　

当
日
は
、
天
候
も
良
く
、
孝
霊
山
の
頂
上
で
は
弓
ヶ
浜

半
島
を
一
望
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
免
賀
手
山
へ
降

り
る
道
は
急
斜
面
で
す
が
、
ま
ち
づ
く
り
大
山
に
よ
る
登

山
道
の
整
備
が
行
わ
れ
て
い
て
、
上
級
者
コ
ー
ス
な
が
ら

も
、
皆
ス
ム
ー
ズ
に
下
山
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
新
緑
を
楽
し
み
な
が
ら
の
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
に
大
満
足
の
様
子
で
し
た
。

▶
大
山
カ
レ
ッ
ジ
入
学
式

史
跡
め
ぐ
り
と
山
菜
会大

山
公
民
館
高
麗
分
館

収
穫
し
た
山
菜
を
用
い
た
田
楽
・
白
和
え
・

ナ
ム
ル
・
天
ぷ
ら
・
佃
煮
・
煮
物
・
炊
き

込
み
ご
飯
・
吸
い
物
・
デ
ザ
ー
ト
な
ど
、

多
彩
な
品
揃
え
に
、
総
勢
60
名
の
参
加
者

が
自
然
の
恵
み
に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

新
緑
の
孝
霊
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

大
山
公
民
館
大
山
分
館

▲孝霊山山頂で

▲多彩な品揃えの山菜料理 ▲史跡めぐり（荘田地区）


